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〔論文審査の要旨〕 
	
 n×n行列 Aに対して、Aの Determinantとは、Aの各行各列から１つずつ n個の成分
を選び出してかけ合わせた積全てについて、その成分の並び方に応じて+1 あるいは−1 と
いう係数をかけて足し合わせたものである。係数を全て 1にして足し合わせたものは A の
Permanent と呼ばれる。その他にも、行列の成分 n 個を同様にかけ合わせた積に自然に
定めた係数をかけて足した関数が定義され、一般化行列関数と呼ばれる。これは n次対称
群の部分群 Gと、Gの表現λに対応してそれぞれ定義される。Determinantは Gが n次
対称群で表現が交代表現の場合、Permanent は Gが n次対称群で表現が自明表現の場合
である。本論文では、半正値エルミート行列に対して一般化行列関数の取りうる値を研究

する。以下、行列としては半正値エルミート行列のみを考えるものとする。 
 
	
 １９１７年、Schur が、一般化行列関数のうちで Determinant が最小の値を取ること
を証明した。一方、１９６６年、Lieb が、一般化行列関数のうちで Permanent が最大
の値を取るであろうと予想した（Permanental Dominance Conjecture）。Lieb の予想は
nが４以上の場合は未解決であり、 nが３の場合も folklore として知られているのみで、
証明が書かれた論文は存在しない。本論文は、n=3 の場合に Permanental Dominance 
Conjecture を完全に解決し、しかもただ単に一般化行列関数が Permanent 以下であるこ
とを示すのではなく、Determinant を０、Permanent を１として正規化した数直線上で
各一般化行列関数が動きうる範囲を完全に決定し、その意味で Lieb 予想（と Schur の定
理）を精密化したものである。 
 
	
 証明の道具として、参考論文で半正値エルミート 3×3 行列
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 本論文では、参考論文で残されたケース、すなわち Gが位数２の部分群となるケースを
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得られる。証明は T(A)をさらに精密化した関数の挙動を詳しく調べることによって成し遂
げられている。 
 
	
 本論文はこれまで文献にあらわれなかった n=3 の場合の Permanental Dominance 
Conjecture を精密化した形で完全解決したものである。さらにその後の n>3 の場合の一
般化行列関数の挙動、特に n→∞とした場合の深い研究につながりつつある。 
 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（理学）の学位を授与される十分な資格がある

ものと認める。 
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